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職

員
人事
異動

住 よ
り
円
滑
な
行
政
運
営
の
た
め

民
サ
ー
ビ
ス
を
さ
ら
に
拡
充
す

る
た
め
、
菰
野
町
は
今
年
度
、

大
き
く
組
織
編
成
を
変
更
し
ま
し
た
。

教
育
委
員
会
に
属
し
て
い
た
社
会
教
育

部
門
を
町
長
部
局
に
移
管
し
、
昨
年
度

設
置
し
た
住
民
連
携
室
と
統
合
す
る
こ

と
で
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
課
」
を
新

設
し
ま
し
た
。
ま
た
、
水
道
課
、
下
水

道
課
を
統
合
し
、
水
道
事
業
、
下
水
道

事
業
を
一
貫
し
た
体
制
で
推
進
で
き
る

「
上
下
水
道
課
」
を
新
設
し
ま
し
た
。

　
こ
れ
ら
の
課
の
新
設
に
加
え
て
、
さ

ら
に
複
数
の
課
が
関
わ
る
よ
う
な
事
業

の
展
開
を
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
調
整
役
と

異
動
職
員 

（
　
）
内
は
旧
所
属

４月１日付

職 新
規
採
用
職
員
を
迎
え
ス
タ
ー
ト

員
の
人
事
異
動
を
発
表
し
、
今
年

度
は
15
人
の
新
規
採
用
職
員
を
迎

え
て
新
た
な
体
制
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

企画
情報課

室
長 

芝
田
正
博
（
住
民
課
）

係
長 

伊
藤
智
彦
（
都
市
整
備
課
）

係
長 

藤
井
隆
道

副
主
幹 

吉
岡
真
吾

室
長
（
心
得
） 

諸
岡
伸
也
（
総
務
課
）

係 

辻 

野
絵
（
住
民
課
）

係 

太
田 

彰

総務課

課
長 

伊
藤
俊
幸
（
都
市
整
備
課
）

課
長
補
佐 

藤
田
正
太
郎

係 

河
原
陽
子
（
住
民
課
）

係 

谷 

里
恵
（
観
光
産
業
課
）

係 

小
寺
佳
代
（
税
務
課
）

係 

岡
村
洵
弥
（
学
校
教
育
課
）

財務課税務課

課
長 

山
下
知
也

係
長 

藤
田
裕
江
（
健
康
福
祉
課
）

係
長 

加
藤 

真

係 

瀧 

育
美
（
健
康
福
祉
課
）

係 

谷
口 

舞
（
子
ど
も
家
庭
課
）

係 

金
津
由
佳
（
住
民
課
）

係 

廣 

和
也

住民課

課
長 

山
口 

健
（
企
画
情
報
課
）

課
長
補
佐 

萱
苗
陽
美
（
会
計
課
）

係
長 

矢
田
陽
子

係 

追
塩
百
代
（
税
務
課
）

係 

米
川
千
絵
（
税
務
課
）

係 

小
野
寺
智
子

係 

秦 

和
暉

コミュニティ振興課

課
長 

縣 

明
隆
（
図
書
館
）

企
画
監 

毛
利
広
行 （
総
務
課
）

副
主
幹 

瀧
見
美
奈
（
総
務
課
）

副
主
幹 

堀
川
恵
里
（
総
務
課
）

副
主
幹 

山
川
善
信
（
社
会
教
育
課
）

係 

南
川
文
裕
（
社
会
教
育
課
）

係 

水
谷
裕
太
（
社
会
教
育
課
）

係 

坂
口
裕
恵
（
社
会
教
育
課
）

昇

子ども家庭課

係
長 

瀧 

裕
介

副
主
幹 

金
津
千
恵
美（
菰
野
幼
稚
園・菰
野
東
保
育
園
）

係 

加
藤
直
子
（
竹
永
幼
保
園
）

係 

南
川
直
子
（
観
光
産
業
課
）

係 

犬
飼
あ
き
ほ
（
企
画
情
報
課
）

係 

岩
本
忠
士
（
財
務
課
）

新

子ども家庭課付

係 

渡
辺
千
尋
（
千
種
幼
保
園
）

係 

堀
内
美
奈
子
（
千
種
幼
保
園
）

係 

武
藤
彩
加
（
竹
永
幼
保
園
）

係 

山
口
恵
利
賀
（
朝
上
幼
保
園
）

係 

中
嶋
奈
海
（
朝
上
幼
保
園
）

係 

近
藤
実
沙
（
菰
野
幼
稚
園・菰
野
東
保
育
園
）

環境課

課
長 

渡
邉
美
鈴
（
都
市
整
備
課
）

係 

秦 

浩

係 

伊
藤 

悟

都市整備課

課
長 

伊
藤
正
人
（
水
道
課
）

係
長 

伊
藤
智
裕

係
長 

藤
枝
貴
則
（
議
会
事
務
局
）

係 

湯
戸
久
美
子
（
議
会
事
務
局
）

係 

内
田
夏
奈
（
下
水
道
課
）

係 

岡
田
直
也
（
環
境
課
）

係 

南
部
幸
太
郎

観光産業課

係
長 

河
合 

暁

副
主
幹 

芝
田
友
紀
（
企
画
情
報
課
）

係 

岩
見
裕
介
（
都
市
整
備
課
）

係 

松
永 

和

副
主
幹
（
町
観
光
協
会
へ
派
遣
）
樋
口
直
也

上下水道課

課
長 

堀
山
英
治
（
社
会
教
育
課
）

企
画
監 

板
東
克
典
（
下
水
道
課
）

課
長
補
佐 

黒
田
裕
司
（
水
道
課
）

係
長 

山
吉 

隆
（
下
水
道
課
）

係
長 

坂
倉
宏
紀
（
水
道
課
）

係
長 

石
川
正
義
（
下
水
道
課
）

係
長 

諸
岡
真
也
（
下
水
道
課
）

副
主
幹 

長
澤
浩
弥
（
下
水
道
課
）

副
主
幹 

大
矢
哲
司
（
下
水
道
課
）

副
主
幹 

中
谷
洋
一
（
水
道
課
）

副
主
幹 

増
田
智
成
（
水
道
課
）

係 

西
村
千
穂
（
下
水
道
課
）

係 

津
田
英
美
（
税
務
課
）

係 

坂
上
美
紗
（
下
水
道
課
）

係 

平
松
真
由
美
（
水
道
課
）

係 

大
橋
貞
徳
（
水
道
課
）

係 

岩
﨑
勇
貴
（
下
水
道
課
）

係 

山
本
寛
子
（
水
道
課
）

係 

水
谷 

浩
（
水
道
課
）

昇

菰
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長 

竹
下
千
鶴

（
観
光
産
業
課
）

鵜
川
原
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長 

大
橋
克
哉

（
竹
永
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

竹
永
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長 

阿
部
孝
司

（
鵜
川
原
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

朝
上
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
長 

黒
田
公
宣

（
環
境
課
）

コミュニティセンター

副
主
幹 

黒
田
智
之
（
総
務
課
）

係 

稲
垣 

綾
（
財
務
課
）

議会
事務局

課
長 

秦 

良
子
（
住
民
課
）

係
長 

中
西
美
雪
（
観
光
産
業
課
）

係 

斉
藤 

司
（
都
市
整
備
課
）

会計課

係 

服
部 

修
（
子
ど
も
家
庭
課
）

係 

福
田
晃
大
（
三
重
県
教
育
委
員
会
）

係 

野
崎
貴
之
（
財
務
課
）

教育課

課
長 

黒
田
雅
啓
（
総
務
課
）

課
長
補
佐 

川
村
陽
子
（
税
務
課
）

係 

小
林
佳
史
（
下
水
道
課
）

係 

伊
藤
花
梨

健康福祉課

館
長
（
心
得
） 

坂
倉 

実

係 

相
原
賢
治

図書館

保
育
士 

松
本
由
華
（
朝
上
幼
保
園
）

保
育
士 

森
川 

梢
（
竹
永
幼
保
園
）

保
育
士 

松
岡
紋
美
（
菰
野
幼
稚
園・菰
野
東
保
育
園
）

菰野
こども園

園
長 

駒
田 

文
（
子
ど
も
家
庭
課
）

保
育
士 

森 

美
也
子
（
子
ど
も
家
庭
課
付
）

保
育
士 

紀
平
舞
香
（
朝
上
幼
保
園
）

保
育
士 

畑 

杏
美
（
菰
野
幼
稚
園・菰
野
東
保
育
園
）

保
育
士 

齋
藤
菜
月
（
鵜
川
原
幼
保
園
）

菰野西
こども園

教
諭
・
保
育
士 

木
原
貴
央
（
千
種
幼
保
園
）

教
諭
・
保
育
士 

松
岡
真
由

給
食
調
理
員 

森
下
真
由
美
（
竹
永
幼
保
園
）

鵜川原
幼保園

新

主
任 
長
岡
亜
希
子
（
菰
野
保
育
園
）

教
諭
・
保
育
士 

小
林
千
裕
（
菰
野
保
育
園
）

教
諭
・
保
育
士 
渡
部
ま
り
あ

竹永
幼保園

新

園
長 

秦 

奈
緒
（
菰
野
西
保
育
園
）

教
諭
・
保
育
士 

丹
羽
杏
菜

朝上
幼保園

新

主
任 

田
中
富
士
子

教
諭・保
育
士 

安
東
実
咲（
菰
野
幼
稚
園・菰
野
東
保
育
園
）

教
諭
・
保
育
士 

坪
田
麗
菜

千種
幼保園

新

園
長 

中
村
由
実
（
朝
上
幼
保
園
）

教
諭
・
保
育
士 

松
永
朱
美

菰野幼稚園
菰野東保育園

新

企
画
監 

瀧
見
浩
志

消防
本部

課
長 

谷 

弘
哉（
菰
野
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

課
長
補
佐 

金
津
貴
史
（
消
防
署
）

室
長
補
佐 

矢
田
茂
樹
（
消
防
署
）

係
長 

橋
川
友
来

係 

矢
谷
克
己

係 

伊
藤
成
哉

係 

水
越
涼
太

消防本部
消防総務課

新 新

署
長
補
佐 

坂
井 

孝
（
消
防
総
務
課
）

署
長
補
佐 

東
條 

学
（
消
防
総
務
課
）

署
長
補
佐 

津
本 

計

署
長
補
佐 

秋
山
直
大

係
長 

市
川
維
彦

係
長 

伊
藤
勝
洋

消防署

退
職
者

３月31日付

秦 

浩
（
朝
上
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）

片
岡
県
司（
都
市
整
備
課
）樋
口
直
也（
会
計
課
）

相
原
賢
治
（
税
務
課
）
伊
藤 

悟
（
財
務
署
）
加

藤
信
也（
健
康
福
祉
課
）太
田 

彰（
企
画
情
報
課
）

石
川
さ
お
り
（
住
民
課
）
後
藤
実
名
子
（
菰
野

幼
稚
園・菰
野
東
保
育
園
）
柿
市
哲
哉
（
財
務
課
）

内
田
成
彦（
消
防
署
）安
田
萌
恵（
菰
野
幼
稚
園・

菰
野
東
保
育
園
）
野
瀨
星
来
（
企
画
情
報
課
）

県
教
育
委
員
会
へ 

中
川
貴
雄
（
学
校
教
育
課
）

し
て
「
参
事
」
を
設
置
し
ま
し
た
。
参

事
は
、
主
に
総
合
調
整
担
当
と
し
て
縦

割
り
に
な
り
が
ち
な
行
政
組
織
の
中

で
、
特
に
複
数
の
課
が
関
わ
る
案
件
な

ど
の
調
整
を
行
い
、
昨
年
度
設
置
し
た

政
策
推
進
室
と
と
も
に
横
断
的
な
組
織

連
携
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
参
事
２
名
と
は
別
に
行
政
全

般
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、

前
南
伊
勢
町
長
の
小
山
氏
を「
参
事
監
」

（
行
政
顧
問
）
と
し
て
迎
え
ま
し
た
。

小
山
氏
は
首
長
経
験
者
と
し
て
の
視
点

と
首
長
就
任
以
前
の
三
重
県
職
員
と
し

て
の
視
点
か
ら
町
行
政
全
般
に
対
し
て

多
く
の
助
言
を
い
た
だ
き
、
円
滑
な
町

行
政
の
運
営
が
望
め
る
よ
う
力
添
え
を

い
た
だ
き
ま
す
。

昇
=

昇
格
　
　=

新
規
採
用
　
　=

再
任
用

昇

新

再

新
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再
昇

昇
昇

昇

新

新
新

再
再

昇

新 昇

昇

再

再

再

鵜
川
原
小
学
校
給
食
調
理
員 

松
永
美
香（
鵜
川
原
幼
保
園
）

朝
上
小
学
校
給
食
調
理
員 

伊
藤
真
智
子（
鵜
川
原
小
学
校
）

小学校

再新

昇

昇

POINT

01
「コミュニティ振興課」と
「上下水道課」の新設

POINT

02新たな役職として
「参事」と「参事監」を設置

新
体
制

菰 町

新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
た
菰
野
町
。

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
課
」「
上
下
水
道
課
」を
新
設
し
、

新
た
な
役
職
と
し
て「
参
事
」「
参
事
監
」を
置
き
ま
す
。

人
事
異
動
と
合
わ
せ
て
大
き
く
変
わ
っ
た

菰
野
町
の
新
体
制
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

hange
一歩進んで
町が変わる

特 集

広報こもの
№ 741

２

再

加
藤
正
治

片
岡
芳
輝

参事
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小
山 

巧

片岡参事、加藤参事とともに小山行政顧問（参事監）に菰野町
の印象などを尋ねるインタビューを行いました。

こ
れ
ま
で
の
菰
野
町
と
の
関
わ
り

　
　
　  

小
山
参
事
監
の
菰
野
町
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
三
重
県
の
職
員
を
40
年
務
め

て
、
い
ろ
い
ろ
な
部
署
を
経
験
し
ま
し

た
が
特
に
北
勢
県
民
局
時
代
は
、
観
光

関
係
で
関
わ
り
が
あ
り
ま
し
た
。
当
時

か
ら
北
勢
地
域
の
観
光
地
と
し
て
の
可

能
性
は
大
き
く
感
じ
て
い
て
、
高
山
方

面
や
浜
名
湖
方
面
な
ど
と
比
べ
て
も
勝

負
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
、
テ

レ
ビ
局
と
連
携
し
て
観
光
施
策
に
取
り

組
ん
だ
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
特
に
菰
野

町
は
、
湯
の
山
温
泉
の
廃
業
し
た
ホ
テ

ル
や
旅
館
を
何
と
か
す
る
こ
と
を
テ
ー

マ
に
掲
げ
、
温
泉
の
経
営
者
や
女
将
さ

ん
た
ち
と
と
も
に
検
討
会
を
開
催
し
た

こ
と
も
あ
り
ま
す
。
当
時
か
ら
菰
野
町

は
魅
力
的
な
場
所
だ
と
感
じ
て
い
ま
↘

小山 巧 Koyama Takumi

1951 年生まれ。南伊勢町出身。三重短期大学法経科第二
部を卒業前の 1969 年に三重県庁に入庁し、三重県総務部
予算調整課長、北勢県民局副局長、政策部副部長、環境森
林部長、三重県立病院事業庁長などを歴任。
2009 年に南伊勢町長に初当選し地域の過疎化や人口減少
問題に取り組み、3 期務めた後、任期満了に伴い政界を引
退。令和４年４月から菰野町行政顧問（参事監）。

加
藤
参
事

小
山
参
事
監

片
岡
参
事

し
た
。

　
　
　
　
小
山
参
事
監
の
地
元
は
南
伊

勢
町
で
す
が
、
菰
野
町
と
の
違
い
は
ど

う
い
っ
た
と
こ
ろ
で
感
じ
ま
す
か
。

　
　
　
　
南
伊
勢
町
は
、
太
平
洋
に
面

し
た
リ
ア
ス
式
海
岸
の
町
で
居
住
地
は

町
域
の
１
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
本
当

に
狭
い
と
こ
ろ
に
密
集
し
て
い
る
の

で
、
比
較
す
る
と
菰
野
町
は
土
地
が
広

大
に
感
じ
、
鈴
鹿
山
脈
か
ら
広
が
っ
た

高
原
地
帯
が
良
い
な
と
思
い
ま
す
ね
。

　
　
　
　
確
か
に
菰
野
町
は
山
、
南
伊

　
　
　
　
最
後
に
町
民
の
皆
さ
ん
へ
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
菰
野
町
は
、
税
収
も
人
口
も

裕
福
な
町
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
豊
か

な
自
然
も
あ
り
、働
け
る
場
所
も
あ
る
。

す
ご
く
力
の
あ
る
魅
力
的
な
町
で
す
。

ま
た
、
町
に
住
む
こ
と
に
よ
っ
て
地
域

の
繋
が
り
と
い
っ
た
こ
と
を
強
く
感
じ

ら
れ
る
部
分
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と

を
認
識
し
、
も
っ
と
地
域
の
た
め
に
町

民
の
皆
さ
ん
が
何
か
を
始
め
る
こ
と
で

自
分
た
ち
の
生
活
も
プ
ラ
ス
に
な
り
、

町
全
体
も
良
く
な
っ
て
い
く
こ
と
に
繋

が
り
ま
す
。
役
場
に
頼
る
と
い
う
よ
り

は
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
ま
ず
自
助
か
ら

始
め
る
。
そ
れ
を
助
け
る
行
政
と
い
っ

た
か
た
ち
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
小
山
参
事
監
、
こ
れ
か
ら
菰
野
町

の
た
め
に
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

小
山
参
事
監

片
岡
参
事

勢
町
は
海
、
と
環
境
が
全
然
違
い
ま
す

よ
ね
。
菰
野
町
の
印
象
と
し
て
何
か
思

い
浮
か
ぶ
も
の
は
あ
り
ま
す
か
。

　
　
　
　
ま
ず
、
御
在
所
岳
と
そ
れ
に

続
く
高
原
イ
メ
ー
ジ
で
す
ね
。
御
在
所

岳
も
よ
く
登
っ
た
こ
と
が
あ
り
、
初
夏

の
ア
カ
ヤ
シ
オ
や
シ
ロ
ヤ
シ
オ
が
咲
く

頃
が
特
に
好
き
で
、
鈴
鹿
土
木
事
務
所

に
務
め
て
い
た
頃
は
よ
く
湯
の
山
温
泉

も
一
泊
し
て
利
用
し
て
い
ま
し
た
ね
。

小
山
参
事
監

小
山
参
事
監

参
事
監
が
考
え
る
行
政
の
役
割

　
　
　
　
市
町
村
な
ど
の
基
礎
自
治
体

に
こ
れ
か
ら
必
要
な
こ
と
は
何
だ
と
思

い
ま
す
か
。

　
　
　
　
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
経
て
思

う
の
は
、
基
礎
自
治
体
、
特
に
小
さ
い

自
治
体
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
目
の
前

の
業
務
に
手
一
杯
に
な
り
が
ち
で
す
。

総
務
省
の
指
導
に
よ
り
人
員
削
減
が
↖

小
山
参
事
監

加
藤
参
事

ど
ん
ど
ん
進
み
、
ど
こ
の
自
治
体
で
も

大
変
な
状
況
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
で
各
課
長
の
下
、
縦
割
り
で

自
分
の
や
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
業
務

を
や
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
で
す
が
、

住
民
の
皆
さ
ん
の
視
点
か
ら
は
、
各
課

が
連
携
し
て
関
わ
る
こ
と
で
で
き
る
こ

と
や
、
国
、
県
か
ら
の
縦
割
り
施
策
を

末
端
の
市
町
で
総
合
行
政
に
す
る
こ
と

が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
高
度
経
済
成

長
期
か
ら
比
べ
て
現
在
は
生
活
様
式
も

変
わ
っ
て
き
て
い
ま
す
。
役
場
の
仕
事

を
住
民
の
目
線
か
ら
見
て
今
の
生
活
に

合
っ
て
い
る
か
を
考
え
、
い
か
に
総
合

的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る
か

が
鍵
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
確
か
に
高
度
成
長
期
と
比
べ

て
も
大
き
く
役
場
組
織
を
変
え
ら
れ
な

い
と
こ
ろ
は
国
、
県
の
縦
割
り
に
準
じ

た
組
織
編
成
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
部

分
も
あ
り
ま
す
か
ら
ね
。

▲小山参事監が南伊勢町長を務め
ていた令和元年、菰野町と南伊
勢町は観光連携協力協定を締結

　
　
　
　
加
え
て
、
み
ん
な
欲
し
い
も

の
が
一
緒
だ
っ
た
時
代
か
ら
、
そ
れ
ぞ

れ
必
要
と
す
る
も
の
が
異
な
る
時
代
に

変
化
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
早
い
ス

ピ
ー
ド
で
求
め
る
も
の
が
変
わ
っ
て
い

く
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
も
同
じ
で
、
現
在

は
感
染
症
の
影
響
も
あ
り
、
生
活
な
ど

も
大
き
く
変
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
変
化
の
節
目
を
認
識
し
、
町
民

が
必
要
と
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
に
柔
軟

に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

県
や
市
な
ど
の
大
き
な
自
治
体
で
は
柔

軟
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
町
と
い
う
規
模
は

住
民
が
必
要
と
し
て
い
る
サ
ー
ビ
ス
を

ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に
提
供
で
き
る
規
模
で

あ
る
と
思
い
ま
す
。
役
場
内
の
組
織
の

繋
ぎ
方
な
ど
を
伝
え
、
職
員
力
が
上

が
っ
て
い
く
こ
と
が
町
民
に
と
っ
て
も

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
繋
が
る
と
考

え
、
外
か
ら
の
目
線
を
持
ち
込
め
れ
ば

PROFILE

片
岡
参
事

小
山
参
事
監

片
岡
参
事

片
岡
参
事

ま
ず
は
自
助
か
ら
始
め
る

と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
各
課
の
連
携
を
強
く
し
て
い

く
た
め
に
も
、
私
た
ち
と
と
も
に
間
を

取
り
持
つ
調
整
役
と
し
て
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　
　
　
　
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
全
体

を
う
ま
く
連
携
さ
せ
て
い
く
役
割
も
果

た
せ
る
よ
う
努
め
ま
す
。

加
藤
参
事

小
山
参
事
監

小山参事監に聞く

加藤正治
Katou Masaharu

1964 年生まれ。1984
年、菰野町に入職。総
務課、消防本部、水道
課、都市整備課などを
経て 2019 年、企画情
報課長に就任。令和４
年４月、参事に就任。

片岡芳輝
Kataoka Yoshiki

1964 年生まれ。1983
年、菰野町に入職。保
健衛生課、税務課、産
業課、住民課などを経
て 2020 年、総務課長
に就任。令和４年４月、
参事に就任。

PROFILE

PROFILE

菰野町は恵まれた町
その認識をもって何か一つでも
行動すればきっとプラスになる

菰
野
町
参
事
監

広報こもの
№ 741

４

hange
一歩進んで
町が変わる

特 集
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立保育園として令和４年４月１日か
ら新たに開園したたいりん保育園の

竣工式が行われました。たいりん保育園は
笑顔あふれる園にしようとヒマワリの大輪
をイメージして名付けられ、神森区内に開
園しました。生後６か月から就学前までの

子どもを最大 80 人を受
け入れることができ、こ
の開園により町内の待
機児童の減少に寄与す
ることが期待されます。

私

たいりん保育園 竣工式
町内に新たな私立保育園が開園

日

３月

26
◀
新
築
さ
れ
た
た
い
り
ん
保
育
園
の
園
舎

ポーツ振興に多大な功績を上げられた
方、全国規模以上の大会で優秀な成績

を収めた選手や団体を表彰する令和３年度
菰野町スポーツ功労・奨励表彰式を役場本庁
で開催しました。今年度は 11 名の方が受章
し、表彰式では伊藤 陸さんが受賞者を代表
して「さらなる記録を目指して、こ
れからも精進していきたいと思いま
す」と抱負を話し、町長は「皆さ
んの活躍全てが町にとって有り
難い功績です。その活躍を町の
皆さんに紹介して応援していき
たい」と挨拶しました。

ス

スポーツ功労・奨励表彰
スポーツでの功績と栄光を称えて

日

３月

30
◀
受
賞
者
の
記
念
撮
影

奨励表彰

伊
い

藤
と う

重
し げ

夫
お 第 54 回全日本シニアボウリング選手権

男子ハイシニア部門の２人チーム戦　優勝

MFJ 全日本トライアル選手権国際Ａ級スーパークラス
2021 シリーズチャンピオン

（2013 ～ 2021 シリーズ９年連続 11 回目）

第 90 回日本学生陸上競技対校選手権大会
走幅跳　優勝　三段跳　優勝

敬称略

小
お

川
が わ

友
と も

幸
ゆ き

伊
い

藤
と う

　陸
り く

受賞者を代表して挨拶し、今後のさらな
る活躍を誓った伊藤 陸さん▶

北
き た

浦
う ら

大
た い

暉
き 2021 ゴルフダイジェスト・ジャパンジュニアカップ

12 歳～ 14 歳の部　男子　２位

第４回全日本社会人 Over40/Over50
バスケットボール選手権大会
Over40 女子　２位

第 55 回少林寺拳法全日本学生大会
女子単独（演武）有段の部　２位

森
も り

田
た

祐
ゆ う

子
こ

川
か わ

村
む ら

海
み

月
づ き

山
や ま

田
だ

舶
は く

隼
と

佐
さ

藤
と う

歩
あ ゆ

睦
む

城
じょう

　公
こ う

耀
よ う

門
か ど

脇
わ き

唯
い っ

聖
せ い

浅
あさ

野
の

耕
こう

一
いち

朗
ろう

第７回全日本ジュニア (U17)
水球競技選手権大会
かしわざき潮風カップ 優勝（三重県選抜として出場）

令和３年度全国高等学校体育大会水泳競技大会　
水球　優勝

（四日市中央工業高校水球部として出場）

がい者相談員は、障がいがある方やそ
の家族からの相談に応じ、生活する上

での必要な支援を行っています。また、地域
活動の円滑な推進、障がい者団体等との連携
を図ることができるよう、障がいがある方の
福祉増進のための業務を行っています。町で
は、身体障がい者相談員３名と知的障がい者
相談員１名を委嘱しています。任期は令和４
年４月１日から令和６年３月 31 日までの２
年 間 で す。
障がいに悩
み等がある
方は、相談
員に気軽に
ご相談くだ
さい。

障がい者相談員を紹介

障

障がいがある方のための身近な相談員

日１
４月

身体障がい者相談員

小
お

澤
ざわ

敏
とし

明
あき

さん

身体障がい者相談員

河
かわ

内
うち

とみ子
こ

さん

身体障がい者相談員

森
もり

田
た

桂
けい

子
こ

さん

宿野 榊

福村

知的障がい者相談員

古
こ

舘
だて

恵
けい

子
こ

さん菰野第二区

校給食検討会が小中学校給食の在り
方についての検討結果をとりまと

め、教育委員会に報告書を提出しました。
学校給食検討会では、これまでに６回の会
議を開催し、『「全員喫食」による健康の保
持増進と食育の推進』『衛生管理の徹底に
よる安全で安心な学校給食の提供』『地元
の食材を積極的に取り入れたおいしい給食
の提供』を学校給食の基本理念としてまと
め、今後の小中学校給食の実施方法などに
ついての検討結果を報告しました。

学

学校給食について報告書を提出
子どもたちのためにこれからの給食を考える

◀
学
校
給
食
検
討
会
の
岩
崎
恭
典
委
員
長
か

ら
報
告
書
を
受
け
取
っ
た
教
育
長

広報こもの
№ 741

６

永年の功績を称えて

危険業務従事者叙勲
瑞宝双光章を受章
　　　白

し ら

木
き

康
や す

裕
ひ ろ

さん
（64 歳 岡区 元町消防司令長）
消防功労

野保育園、菰野西保育園が令和４年
４月１日から「菰野こども園」「菰

野西こども園」となり、幼稚園部の園児の
受け入れが可能になりました。クラス内（幼
児組）で幼稚園部と保育園部の子どもがと
もに園生活を送ることができるようにな
り、 園 内 で の 転 部
が 可 能 と な っ た こ
と で 他 園 に 転 園 す
る 必 要 が な く な り
ました。

菰

２つの園がこども園に
幼稚園部の園児の受け入れを開始

日

４月

１
◀
名
称
を
変
更
し
た
菰
野
西
こ
ど
も
園

45 回三重県消防職員意見発表会を
町民センターホールで開催しまし

た。これは、県内消防職員の資質向上を図
るために各市町の消防職員が意見発表を行
い審査するもので、今回は菰野町が開催地
となりました。菰野町消防本部からは松

まつ
浦
うら

俊
しゅんすけ

輔消防士が代表して登壇し、「消防設備
と心の準備をするために」と題して、事業
所の消防設備点検の在り方や事業所でのブ
ラインド型消防訓練の実施など、予防課で
の経験を生かした意見を発表しました。

第

消防職員意見発表会を開催
消防業務での改善点や新たな提案を発表

日

４月

15
◀
意
見
発
表
を
行
う
松
浦
消
防
士

▲障がい者相談員委嘱状交付式の様子
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Theme 38 パワーアップした新体制のご紹介

　
み
な
さ
ん
、
お
元
気
で
す
か
。
先
月
号

の
ひ
と
り
語
り
で
、
政
策
推
進
室
を
パ

ワ
ー
ア
ッ
プ
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
予
告

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
答
え
と
し
て

新
年
度
に
総
合
調
整
担
当
の
参
事
を
２
名

登
用
し
、
政
策
推
進
室
と
と
も
に
各
課
の

横
の
連
携
を
強
化
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、

参
事
監
と
し
て
外
部
か
ら
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

を
招
き
入
れ
、
町
政
全
般
に
対
し
て
助
言

い
た
だ
く
仕
組
み
を
導
入
い
た
し
ま
し

た
。
そ
こ
で
今
回
は
新
た
に
登
用
し
た
参

事
か
ら
、
参
事
の
主
な
役
割
と
抱
負
を
聞

き
取
り
ま
し
た
の
で
、
み
な
さ
ん
に
お
伝

え
い
た
し
ま
す
。

　「
参
事
の
職
務
は
、
主
に
総
合
調
整
担

当
と
い
う
こ
と
で
、
と
も
す
れ
ば
縦
割
り

に
な
り
が
ち
な
行
政
組
織
の
中
で
、
特
に

複
数
の
課
に
ま
た
が
る
案
件
に
つ
い
て
調

整
を
行
い
、
去
年
設
置
し
た
政
策
推
進
室

と
協
働
し
、
横
の
連
携
の
強
化
に
努
め
る

役
職
で
あ
る
と
と
も
に
、
横
の
連
携
の
み

な
ら
ず
町
長
と
各
課
長
と
の
調
整
役
も
兼

ね
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
お
り
ま
す
。

新
年
度
を
迎
え
、
ま
ず
は
新
設
お
よ
び
統

合
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
振
興
課
、
上
下
水

道
課
と
既
存
の
各
課
と
の
調
整
を
中
心

に
、
新
た
な
部
署
で
の
事
業
運
営
が
円
滑

に
行
え
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
」

以
上
、
参
事
か
ら
の
聞
き
取
り
で
し
た
。

　
続
き
ま
し
て
、
参
事
監
で
す
が
、
こ
ち

ら
に
つ
き
ま
し
て
は
行
政
全
般
に
対
す
る

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
、
前
南
伊
勢
町
長

の
小
山
氏
を
お
迎
え
し
ま
し
た
。
小
山
氏

（
参
事
監
）
は
南
伊
勢
町
長
へ
の
就
任
以

前
は
、
三
重
県
の
職
員
と
し
て
四
日
市
庁

舎
に
も
勤
務
さ
れ
た
経
験
が
あ
り
、
当
町

の
地
域
的
な
特
色
に
精
通
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
首
長
と
し
て
の
視
点
と
職
員

と
し
て
の
視
点
を
併
せ
持
っ
た
貴
重
な
方

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
「
外
部
か
ら
見

た
菰
野
町
」
の
観
点
で
多
く
の
助
言
を
い

た
だ
け
る
も
の
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
に
お
き
ま
し
て
も
、
新
体
制
の
も

と
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
お
応
え
で

き
る
よ
う
全
力
で
行
政
運
営
に
当
た
り
、

ず
っ
と
、
ど
こ
で
も
住
み
よ
い
町
を
目
指

し
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

り

町
長
の

ひとり

語

広報こもの
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登山計画をご家族に知ら
せて登山届を忘れずに提
出しましょう。

登山計画を家
族は知ってい
ますか？

軽装、準備不足での遭難
は命に関わります。日帰
り登山でも慢心は禁物。

照明具等装備
品は十分です
か？

午後を過ぎると登山道が
暗くなります。昼食後に
は必ず下山しましょう。

登り始めは遅
くありません
か？

単独登山は遭難時、重大
な事態に繋がります。複
数人で登りましょう。

複数人での登
山ですか？

山中では携帯電話のバッ
テリーが減りやすく、予
備バッテリーが必需品。

いざという時
の 連 絡 方 法
は？

登
山
の
心
得

安全登山
の心がけ

問い合わせ

四日市西警察署 TEL
FAX 394-0110

ハイキング気分での登山
は危険です。体力に合っ
た山を選びましょう。

自身の体力に
合った山です
か？

地形や分岐点、目印を確
認し、GPS 機能を有効
活用しましょう。

登山前に地図
を確認しまし
たか？

そ
の
一

そ
の
二

そ
の
三

そ
の
四

そ
の
五

そ
の
六

そ
の
七

令和３年度
県内山岳遭難件数

発生件数

65件

遭難者数

80名

死 者 数

6名

負傷者数

30名

遭難発生状況の詳細

下山中に遭難47名
単独登山で遭難26名

※遭難者の約 80％が登山届未提出 ※単独登山の死亡率は複数人登山の約４倍

注意

七か条

三重県内の山岳遭
難の要因で最も多
いのは道迷いです。

CAUTION道迷い
59.7％

滑落
25.4％

転倒
14.9％

令和３年度
遭難者の内訳

17件

10件

40件

三 重 県 電 子
申請システム

登山届を
提出！

歩いて健康に
To walk and be healthy

花や景色とともに楽しめるウォーキング
コースを掲載した「こもの歩きパスポー
ト②」が新しくなりました。こもの歩き
パスポート①とともにパスポートを片手
に町内をめぐって歩いてみては？

▶役場本庁１階 健康福祉課
▶各地区コミュニティセンター
▶元気アップこものスポーツクラブ
　（B&G 海洋センター事務所内）

こもの歩きパスポート②
朝上・竹永地区

５月１日
配布開始予定

お問い合わせ 健康福祉課
TEL 391-1126 FAX 394-3423

配
布
場
所

全 31 コース
掲載※詳しくは、おしらせ版５月後半号の折り込

みチラシをご覧ください。

春のウォーキング大会
みんなで歩こう！

5
28土

集合場所 役場本庁西玄関
受付時間 8:10 ～ 8:30

ロング 10㌖、ショート５㌖のどちらか
のコースをみんなで歩いてみませんか？

事前
申込制

参加費
無料

自 日
々
の
生
活
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を

分
の
健
康
は
自
分
で
つ
く
る
、
自

分
で
守
る
。
健
康
上
の
問
題
が
な

く
日
常
生
活
を
普
通
に
送
る
こ
と
が
で
き

る
「
健
康
寿
命
」
を
延
ば
す
た
め
に
、
誰

で
も
気
軽
に
始
め
ら
れ
る
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

を
実
践
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
感
染
症
の
影
響
で
ま
だ
ま
だ
外
出
の
機

会
が
制
限
さ
れ
る
昨
今
、
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

は
手
軽
に
始
め
ら
れ
る
こ
と
に
加
え
、
身

体
面
や
精
神
面
の
健
康
の
保
持
に
効
果
が

あ
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
も
期
待
が
で
き

ま
す
。
引
き
こ
も
り
が
ち
な
生
活
を
打
破

す
る
た
め
に
も
、
体
力
や
気
分
に
合
わ
せ

て
日
常
生
活
に
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
取
り
入

れ
て
み
ま
し
ょ
う
。

最
も
シ
ン
プ
ル
な
運
動

今
だ
か
ら
こ
そ
皆
さ
ん
も
！

心肺機能

リラックス
効果

UP 予防・改善

骨密度

高血圧

糖尿病

脂質異常症

ウォーキングの継続で
いいことたくさん

筋力・体力 肥満など

階段の利用Sample
02自転車通勤Sample

01
TV を観ながら
エクササイズ

Sample
03

日常生活の中で「あと 10 分多く体
を動かす」という意識で行動してみ
ましょう。「ながら」運動でも積み重
ねれば健康増進につながります。+10

More
exercise

プラス
・テン



◀菰野町 MaaS「おでかけこもの」
https://www.kotsu.town.komono.mie.jp/URL

◀菰野町ホームページ
http://www.town.komono.mie.jp/URL

＊ホームページでは、広報こものを当紙と同じ
体裁でご覧いただけます。

開館時間

１ 日

２ 月 休館日

３ 火

４ 水

５ 木 9:30 ～　  折り紙ラリー
10:30 ～　子どものための絵本ライブ

６ 金

７ 土

８ 日

９ 月 休館日

10 火

11 水

12 木

13 金

14 土 14:00 ～　楽しいおはなし会

15 日

16 月 休館日

17 火

18 水

19 木

20 金

21 土 11:00 ～　朗読劇

22 日

23 月 休館日

24 火 休館日

25 水

26 木 15:30 ～　英語のおはなし会

27 金

28 土 13:30 ～　民話がたり
14:00 ～　楽しいおはなし会

29 日

30 月 休館日

31 火

『「無人戦の世紀」軍用ドローンの
黎明期から現在、AI と未来戦略まで』
▶セス・J・フランツマン / 著
▶安藤貴子・杉田 真 / 訳
▶原書房（538.7/ フ）
ドローン戦争は世界のパワーバランスを変容させまし
た。冷戦期から実戦投入の時代、そして AI 化、群体化
したドローン戦の未来まで、データに裏付けられた軍用
ドローンによる無人戦時代を包括的に紹介しています。

『５分で読書 アイツに届けわたしの想い』
▶カドカワ読書タイム / 編
▶ KADOKAWA（J913/ ゴ )
優実の後ろの席の男子、須田はいつも眠そうで気だるげ。
だけど話しかけると必ず返事をくれる。彼と話すのが楽
しみになった優実は…。“ アイツ ” への片思いのときめ
きを集めた全 10 編を収録し、『カクヨム』に掲載された
ものを加筆して書籍化しました。

『クーのたんじょうび』
▶しろさめ / 作・絵
▶岩崎書店（E/ シ）
今日は、しろくまのクーの誕生日。人間の男の子、オリ
ヴェールの家でパーティーをします。クーは、オリヴェー
ルみたいにおしゃれしようと、オリヴェールの服を借り
たり、絵の具で頭を塗ったりしますが何かが違います。
それを見たオリヴェールが思いついたことは…しろくま
クーとオリヴェールの２人の友情に心温まる絵本です。

新着図書から

図書館カレンダ－

俳
句		


  

　
石
井
い
さ
お 

選

地
に
落
ち
て
色
を
消
し
た
る
椿
か
な

青
空
に
花
の
ス
タ
ン
プ
隙
間
な
し

ゆ
る
る
た
び
視
線
も
ゆ
る
る
紅
し
だ
れ

門か
ど

川か
わ

の
ひ
か
り
に
沿
う
て
つ
ば
く
ら
め

七
岳
の
若
き
息
吹
や
木こ

の
芽
風

花
三
分
透
き
間
さ
揺
ら
ぐ
空
の
青

影
さ
へ
も
見
え
ぬ
犇
ひ
し
め
き

蝌か

蚪と

の
国

花
吹
雪
一ひ
と

片ひ
ら

ご
と
に
有
り
し
意
志

鶯う
ぐ
い
すの
正
調
く
づ
し
遠と

お

高た
か

音ね

せ
せ
ら
ぎ
に
届
く
枝
先
花
万ば

ん

朶だ

花
冷
や
諸
手
で
包く

る

む
抹
茶
碗

久
野
松
夫

伊
藤
孝
子

中
川
キ
ヌ
ヨ

武
田
巨
子

小

原
　

隆

山
下
慶
子

梅
枝
あ
ゆ
み

城
　

明

子

新
保
笑
子

小
林
保
雄

高
橋
玲
子

煌
星
菰
野
句
会

何
年
も
洗
い
続
け
て
ご
わ
つ
い
た

タ
オ
ル
は
す
こ
ぶ
る
水
分
を
吸
う

短
歌
　 

清
流
短
歌
教
室
　
三
原
香
代
　
選

車
の
前
を
猿
横
切
る
と
徐
行
す
る

夫
の
気
遣
い
我
感
動
す

雪
の
道
福
を
求
め
て
初
詣
、

マ
ス
ク
の
人
ら
が
あ
い
さ
つ
交
わ
す

寄
付
し
た
る
百
科
辞
典
の
棚
は
空
き

老
い
の
知
性
と
精
気
失
せ
ゆ
く

び
わ
の
木
に
目
白
の
番つ
が
いと
ま
り
居
て

な
に
や
ら
鳴
き
あ
い
次
へ
飛
び
立
つ

臘ろ
う

梅ば
い

の
木
下
に
散
り
ぼ
う
花
び
ら
に

謎
の
解
け
ゆ
く
枝
の
鵯

ひ
よ
ど
り

尾
崎
久
美
子

内
田
す
え
の

市

川

吉

康

奥

村

秋

男

増
田
陽
出
美

平

井

光

子
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湯の山線の歴史　
　三重県下では最も早く四日市鉄道、三重
軌道、北勢軽便鉄道が敷設されました。明
治 42 年（1909 年）12 月、菰野の実業家であっ
た伊

い と う し ん じ ゅ う ろ う

藤新十郎、高
た か だ り ゅ う へ い

田隆平ら 19 名と四日市の
実業家であった九

く

鬼
き

紋
も ん

七
しち

、三
み

輪
わ

猶
な お

作
さ く

、平
ひ ら

野
の

太
た

七
しち

ら６名が加わって四日市軌道株式会社
として四日市～菰野間を営業出願しました。
明治 43 年（1910 年）11 月、軽便鉄道法が
施行され、それに基づいて認可がおりました。
　明治 44 年（1911 年）５月、四日市鉄道
株式会社に社名変更し、同８月に当時の軽
便機関車が工事請負の大倉組を通じて購入
され、四日市港で陸揚げされて牛車に積まれ
て、菰野街道をゆっくり１日かけて運搬され
ました。

第 98 回

広報こもの
№ 741
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※おはなし会やギャラリー展示は新型コロナウ
イルス感染症の影響により中止（延期）とす
る場合があります。

５月

1212

【３月末現在】【３月末現在】
３３

件数 １月からの累計
　　  火災発生 ５ ６
　　　救急車出動 125 426

交通事故 ８ 30
急病 78 289
一般負傷 30 81
その他 ９ 26

　　　救助出動 ４ 11
　　　交通事故 92 270

物損事故 86 256
人身事故 ６ 14

死者 ０ ０
傷者 ８ 16

数 増減
　　　総人口 41,390 人 － 70 人

男 20,451 人 － 50 人
女 20,939 人 － 20 人

　　　総世帯数 16,964 世帯 ＋ 21 世帯

ありがとう
ございます

社会福祉のために▶匿名で 10 万円▶カラオケサークル Uta
友チャリティーカラオケ大会参加者一同から 82,920 円▶三
重郡更生保護女性の会から米 40㌕

▲鈴鹿山脈を背に走る近鉄湯の山線

「こどもの読書週間」
▶５月 22 日まで

８

本を読む時、周りを隠して１行だけにする
と見えやすくなったりしませんか。そんな
方のために、読みたい行だけに視点を集中
させるアイテム「リーディングトラッカー」
があります。

絵本ライブ＆折り紙ラリー
▶５月５日 9:30 ～ 11:00

2

子どもの日に合わせて子ども
たちが楽しめるイベントを開
催します。

リーディングトラッカー

吉良新一さん
（町芸術文化協会写真部会 杉谷）

写真撮影

9:30 ～　  折り紙ラリー

10:30 ～　絵本ライブ

9:30 ～

10:30 ～
折り紙を集めるゲーム（先着 30 名）

図書館職員による読み聞かせ

※ご自由にお使いいただき、利用後はカウン
ターに返却してください。

読書に
便利！

職員手作りのリーディングトラッカー

希望者には図書館カウンターで貸出中

その１



■菰野町電子メールアドレス keyaki@town.komono.mie.jp
＊「広報こもの」は視覚障がいのある方（障害者手帳をお持ちの方）に「声の広報」をお届けしています。
　ご希望の方は役場企画情報課（TEL 391-1105/FAX 391-1188）にお問い合わせください。
＊当紙の内容を当町の許可なく、無断で転載することを禁止します。
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広報菰野５月号
令和４年５月１日発行
▶企画編集　企画情報課
▶印刷　イセマイ印刷

集 団 接 種 終 了
３ 回目接種

新 型 コ ロ ナ
ワクチン

515日

集 団 接 種

既に新型コロナワクチンの３回目接種はお済
みですか？感染拡大防止、重症化予防のため
にも接種券が届いた方から順次、接種の検討
をいただくようお願いします。

５月以降、新型コロナワクチン３回目の接種対
象者が大幅に少なくなるため、保健福祉セン
ターけやきおよび三重北医療センター菰野厚
生病院での集団接種を５月 15 日に終了します。

問　菰野町新型コロナワクチンコールセンター
      327-5430      327-5607TEL FAX

個別医療機関での接種は当分の間、
継続します。接種希望の方は、町ホー
ムページ等で接種できる医療機関を
確認し、直接ご予約ください。

新型コロナワクチン

76
※令和４年４月１日時点

％
※２回目接種から６か月が経過した３回目接種対

象者数をもとに算出

接種券の送付について

現在は、職業、年齢に関わらず 2 回目接種
から６か月経過する方に 6 か月経過日前後
に接種券一体型予診票を送付しています。

令和４年３月 25 日に 3 回目接種の対象年齢
が「12 歳以上」に引き下げられ、対象年齢と
なった方には接種券を順次送付しています。終 了

１

２

３回目接種率

菰
野
町 ３回目接種率

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

208人

87人
３回目接種済

２回目接種済

1,685人

781人
３回目接種済

２回目接種済

2,336人

1,074人
３回目接種済

２回目接種済

4,007人

2,322人
３回目接種済

２回目接種済

4,793人

3,589人
３回目接種済

２回目接種済

11,213人
３回目接種済

２回目接種済

11,922人

※令和４年４月１日時点
町内の３回目接種率


